
１
９
９
５
年
月
に
結
成
さ

れ
た
練
馬
労
連
は
、
今
年
で

１
８
年
、
２
０
１
４
年
に
20

周
年
を
迎
え
ま
す
。
問
題
が

山
積
す
る
中
、
新
た
な
闘
い

に
向
け
拡
大
幹
事
会
を
開
催

し
、
２
０
１
３
年
度
の
大
会

方
針
案
を
提
起
し
ま
し
た
。

●
民
主
党
政
府
に
よ
る
非
正

規
雇
用
の
拡
大
と
有
期
雇
用

へ
の
新
た
な
攻
撃
と
の
闘
い

●
大
企
業
の
内
部
留
保
と
大

企
業
の
横
暴
と
の
闘
い
●
激

し
さ
を
増
す
公
務
員
へ
の
攻

撃
と
の
闘
い
●
首
切
り
と
闘

う
大
企
業
労
働
者
と
の
連
帯

●
公
契
約
条
例
の
制
定
を
目

指
す
闘
い
●
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
と
全
国
一
律
最
賃
制

の
確
立
を
め
ざ
す

課
題
と
生
活
保
護

を
活
用
す
る
課
題

●
消
費
税
増
税
を
阻
止
す
る

闘
い
と
国
政
選
挙
●
原
発
再

稼
動
反
対
と
原
発
ゼ
ロ
を
め

ざ
す
取
り
組
み
●
憲
法
を
守

る
闘
い
を
全
面
に
押
し
上
げ

て
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る

闘
い
を
暮
ら
し
を
守
る
闘
い

と
結
ん
で
●
ア
メ
リ
カ
言
い

な
り
で
進
め
る
軍
備
強
化
と

経
済
政
策
と
の
闘
い
●
組
織

の
増
勢
と
組
織
強
化

以
上
が
新
年
度
の
練
馬
労
連

の
闘
い
の
骨
子
と
な
り
ま
す
。

野
田
内
閣
は
消
費
税
大
増

税
の
強
行
（
狂
行
？
）
に
対

し
て
問
責
が
決
議
さ
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
国
民
に
信
を

問
う
こ
と
な
く
増
税
路
線
ま
っ

し
ぐ
ら
の
人
選
に
よ
る
改
造

内
閣
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

練
馬
労
連
は
、
こ
の
よ
う

な
政
府
民
主
党
の
暴
挙
を
決

し
て
許
さ
な
い
と
い
う
新
た

な
る
決
意
の
も
と
、
日
々
生

き
生
き
と
人
間
ら
し
く
働
き
、

人
間
ら
し
く
生
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
皆
さ
ん
と
一

緒
に
頑
張
る
一
年
間
と
し
ま

す
。
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告
知

練
馬
労
連
第
二
十
回
定
期
大
会
に
つ
い
て

日
時

二
〇
一
二
年
十
月
二
〇
日

〔
土
〕
午
後
一
半
時
開
会

場
所

練
馬
区
立
勤
労
福
祉
会
館
一
階
ホ
ー
ル

代
議
員
定
数

大
会
運
営
規
則
第
５
条
の
通
り

練
馬
区
労
働
組
合
総
連
合

議
長
代
行

金
田
安
夫

告

示

練
馬
労
連
第
十
二
十
回
定
期
大
会
役
員
選
挙
に
つ
い
て

練
馬
区
労
働
組
合
総
連
合
第
二
十
回
定
期
大
会
役
員
選
挙
の
告
示
を
規
約
第
二
十
四
条
・

第
二
十
五
条
に
基
づ
き
、
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

役
員
定
数
は
、
規
約
第
二
十
三
条
の
通
り
と
す
る
。

議
長
１
名
、
副
議
長
３
名
、
事
務
局
長
１
名
、
事
務
局
次
長
２
名
、
会
計
１
名
、
常
任

幹
事
１
２
名
、
会
計
監
査
２
名
と
す
る
。

但
し
、
副
議
長
、
事
務
局
次
長
、
常
任
幹
事
の
若
干
名
の
定
数
は
、
九
月
二
十
九
日
の

拡
大
幹
事
会
で
定
数
を
決
定
し
ま
し
た
。

役
員
立
候
補
の
届
出
お
よ
び
締
め
切
り

立
候
補
者
は
、
推
薦
す
る
加
盟
組
合
名
・
立
候
補
者
の
経
歴
・
役
職
名
を
記
載
し
た
名

簿
を
大
会
前
で
あ
る
十
月
十
八
日
午
後
五
時
ま
で
に
事
務
局
へ
届
け
出
る
こ
と
。

練
馬
労
連
第
二
十
回
定
期
大
会
選
挙
管
理
委
員
長

丸
地
一
矢

練馬労連第20回大会
代議員の選出について

練馬労連大会運営規則第５条で、

大会代議員の定数は、規約第１４

条に次のように定められています。

組合員登録人員 代議員総数

1名～８名 １名

９名～２０名 ２名

２１名～４０名 ３名

４１名～６０名 ４名

６１名～８０名 ５名

８１名～１００名 ６名

１０１名～１３０名 ７名

（略）

４２１名～４９０名 １４名

（略）

２４２１名～２６５０名 ２９名

１０月１０日（木）ま
でに登録して下さい。

2013年練馬労連方針骨子案について説明する

阿部事務局長と司会の千田副議長

２
０
周
年
年
を
目
前
に

控
え
新
た
な
る
闘
い
の

決
意
を
！
！



9
月
29
日
10
団
体
20
人
の

参
加
で
２
０
１
２
年
練
馬
労

連
拡
大
幹
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
議
案
の
討
論

に
先
立
ち
、
東
京
学
習
会
議

の
今
井
伸
英
さ
ん
を
招

き
、
『
今
、
労
働
組
合

幹
部
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
』
題
し
、
学
習

会
を
行
い
ま
し
た
。
今

井
先
生
は
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
の
第
一
と
し
て
、
「
国

の
か
た
ち
を
歪
め
た
戦
後
史
」

を
学
ぶ
こ
と
、
即
ち
、
憲
法

２
５
〜
２
８
条
そ

し
て
１
５
条
が
解

釈
改
憲
さ
れ
て
き
た
こ
と
、

ま
た
、
憲
法
を
作
っ
た
側
が

そ
の
憲
法
を
蹂
躙
し
て
き
た

と
い
う
事
実
を
し
っ
か
り
と

理
解
し
、
労
働
者
の
生
存
権

の
根
本
は
第
２
８
条
、
即
ち

「
労
働
者
の
魂
は
ス
ト
ラ
イ

キ
権
、
団
結
権
、
団
体
交
渉

権
に
あ
る
」
こ
と
の
重
要
性

を
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
ほ
ぼ

消
滅
し
て
し
ま
っ
た
昨
今

を
例
に
挙
げ
説
明
し
ま
し

た
。
第
二
に
「
激
動
す
る

情
勢
と
そ
の
発
展
方
向
」

を
見
極
め
る
こ
と
、
国
民

が
自
分
の
要
求
と
政
策
と
を

て
ら
し
あ
わ
せ
て
、
判
断
す

る
こ
と
。
第
三
に
「
深
刻
な

不
況
下
で
の
労
働
組
合
の
使

命
」
と
し
て
、
労
働
者
、
国

民
の
生
存
権
を
生
活
保
護
の

観
点
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
そ
の
突
破

口
と
し
て
、
公
契
約
条
例

の
制
定
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
べ
、

第
四
に
「
運
動
の
根
拠
な

ら
し
め
る
憲
法
の
学
習
」
は

必
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
。
以
上
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
阿
部
事
務
局

長
よ
り
第
２
０
回
定
期

大
会
に
向
け
２
０
１
２

年
度
総
括
案
、
２
０
１

３
年
度
活
動
方
針
案
、

２
０
１
３
年
度
新
役
員

定
数
、
定
期
大
会
進
行

の
分
担
に
つ
い
て
報
告
、

質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
各
単

組
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

教
組
練
馬
支
部
か
ら
は
、
少

人
数
制
が
始
ま
っ
た
が
、
す

べ
て
少
人
数
だ
と
実
際
は

教
室
の
数
が
足
り
な
い
こ

と
、
Ｃ
Ｕ
東
京
か
ら
は
、

組
合
員
拡
大
の
問
題
、
健

文
労
組
か
ら
は
、
医
師
、
看

護
師
の
不
足
に
よ
り
、
患
者

を
病
院
が
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
実
態
が
あ
る
こ
と
、
土
建

練
馬
支
部
か
ら
は
、
公
契
約

連
絡
会
の
復
活
の
必
要
性
、

福
祉
保
育
労
錦
華
学
園
分
会

か
ら
は
、
職
員
不
足
の
た
め

有
給
が
取
得
出
来
な
い
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
拡
大
幹

事
会
は
活
発
な
討
論
、
意
見

交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

定
期
大
会
成
功
の
た
め
、

代
議
員
・
役
員
の
選
出
を
一

面
に
記
載
し
ま
し
た
が
、
10

月
20
日
（
土
）
午
後
か
ら
勤

労
福
祉
会
館
で
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
各
労
組
か

ら
代
議
員
及
び
役
員
の
選
出

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

財
界
は
、
労
働
者
の
生
活

を
顧
み
ず
、
自
ら
の
利
益
だ

け
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
労

働
者
の
賃
金
は
12
年
間
で
61

万
円
も
切
り
下
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
財
界
の
横
暴
を
正
す

た
め
に
、
地
域
か
ら
声
を
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

９
月
２
０
日
、
東
京
土
建

練
馬
支
部
３
階
集
会
室
で
、

練
馬
社
保
協
主
催
に
よ
り

「
今
こ
そ
生
き
る
権
利
の
確

立
を
」
〜
国
民
の
最
低
生
活

の
”
も
の
さ
し
”
保
護
基
準

を
め
ぐ
っ
て
〜
と
い
う
演
題

で
、
生
存
権
裁
判
の
伝
説
の

原
告
朝
日
茂
さ
ん
の
養
子
朝

日
健
二
さ
ん
を
招
き
、
学
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
労

組
、
市
民
団
体
、
議
員
、
一

般
の
方
々
と
様
々
な
方
面
か

ら
50
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
、

生
活
保
護
問
題
へ
の
関
心
の

高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
朝

日
健
二
さ
ん
は
、
「
人
間
の

尊
厳
に
深
く
関
わ
る
生
存
権

を
皆
で
し
っ
か
り
と
守
り
抜

き
ま
し
ょ
う
」
と
強
く
訴
え

ま
し
た
。
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今
井
伸
英
さ
ん
を
迎
え

第
2
回

拡
大
幹
事
会
開
催

今
労
働
組
合
幹
部
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
は
？

熱弁をふるう

東京学習会議・今井伸英さん
ス
ト
ラ
イ
キ
が

な
く
な
っ
た
？
！

今
こ
そ

生
き
る
権
利
の
確
立
を

〜
練

馬
社
保

協
学

習
会

生 存 権 裁 判 を 闘 う

朝 日 健 二 氏

今 井 さ ん の 講 義 に 聞 き 入 る 参 加 者

９月30日（日）墨田区すみだリバーサイドホールにて東京地評第11回

定期大会が開催されました。大会スローガンは≪全ての労働者の賃上

げで内需主導の日本経済の確立を、消費税をやめさせて、社会保障の

拡充を、脱原発、自然エネルギーへの転換を≫で、253人の代議員の参

加で2012年度総括案、2013年度方針案が満場一致で採択されました。

尚、新役員では、議長に東京自治労連の伊藤潤一氏が再任され、事務

局長に東京土建から井手口行夫氏が選出されました。また、元東京土

建練馬支部出身の高畠素昭氏は今年度をもち退任しました。
2 0 1 3 年 度 東 京 地 評 議 長

伊 藤 潤 一 氏




